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書
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宗
密

『円
覚
経
道
場
修
証
儀
』
の
礼
俄
法

(覚
書
)

池

田

魯

参

宗
密

(七
八
○
-
八
四
一
)
は
、
二
七
歳

で
出
家

す

る
が
、

こ
の
頃

『円
覚
経
』
を
知
り
、
一
読
す
る
や
身
心
に
歓
喜
を
お
ぼ
え
た
と
い
う
。

三
二
歳
の
時
、
三
年
程
前
か
ら
書
簡
を
や
り
と
り
し
て
交
際
が
あ

っ
た

澄
観

(当
時
七
四
歳
)
に
学
び
、
二
年
間
師
事
す

る
。
八

一
五
年

(元
和

一
一
)
、
三
六
歳

の
時
、
終
南
山
の
智
炬
寺

に
住

し
、
『
円
覚
経
科
文
』

(欠
)
『
円
覚
経
纂
要
』
(欠
)を
著
わ
し
た
。
後
、
終
南
山
豊
徳
寺
に
住

し
、
八
二
二

年

(長
慶
元
)
、
四
二
歳
の
時
、
終
南
山
草
堂
寺
に
退
き
、

著
作
活
動
に
専
念
す
る
。
鎌
田
茂
雄

『
宗
密
教
学
の
思
想
史
的
研
究
』

(六
八
頁
)
に
は
、

長
慶
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て

『
円
覚
経
大
疏
』
十
二
巻
、
『
円
覚
経
大
疏

鋭
』
十
三
巻
、
『円
覚
経
略
疏
』
四
巻
、
『
円
覚
経
略
疏
砂
』
十
二
巻
、
『円

覚
経
道
場
修
証
儀
』
五
巻
の
著
述
が
、
精
力
的
に
な
さ
れ
た
。

と
記
す
。
そ
の
後
、

八
二
八
年

(
太
和
二
)
、
四
九
歳
の
時
、
慶
成
節
に

文
宗
に
召
さ
れ
て
入
内
し
、
大
徳

の
号
を
賜
わ
り
、
紫
方
抱
を
受
け
、

「政
僧
と
い
わ
れ
る

一
面
」
を
発
揮
し
、
三
年
ほ
ど
城
内
に
住
し
た
。

晩
年
は
再
び
草
堂
寺
に
帰
り
、
六
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ
の
頃
、

斐
休
の
要
請
を
受
け
て

『
申
華
伝
心
地
禅

門
師

資
承
襲
図
』
を
著
わ

し
、
八
三
三
年

(太
和
七
)
、
五
四
歳
以
後
に

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
を

著
わ
し
、
禅
宗
各
派
の
宗
義
を
明
か
し
、
教
禅

一
致
説
を
主
張
し
た
。

宗
密
の
六
二
歳
の
生
涯
を
通
覧
し
て
み
て
も
、
『
円
覚
経
』
の
研
究

が
重
要
な
鍵
を
握

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
な
か
で
今
日
現
存
す
る

『
円
覚
経
』
の
注
釈
書
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
、
『
大
疏
』
『
大
疏
紗
』
『
略

疏
』
『略
疏
紗
』
の
四
部
作
と
合
せ
て
、
『
円
覚
経
』
に
も
と
ず
く
修
行

方
法
を
説
示
す
る

『道
場
修
証
議
』
は
、
教
禅
の

一
致
を
主
張
し
た
宗

密
の
面
目
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

二

そ
れ
で
は
現
存

の

『
円
覚
経
道
場
修
証
議
儀
』
十
八
巻
は
ど
の
よ
う

な
修
行
方
法
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
る
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
早
く
昭
和
二
九
年
に
、
関

口
真
大

『
天
台
小
止
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観
の
研
究
』
が
あ
り
、
宗
密
に
お
け
る
天
台
止
観
受
容
の
実
態
を
、
新

出
資
料
の

『略
明
開
朦
初
学
坐
禅
止
観
要
門
』
と
、
『
修
習
止
観
坐
禅
法

要
』
『
円
覚
経
道
修
証
儀
』
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鋭
』
『
禅
門
要
略
』
の

四
種
の
資
料
を
遂
次
対
照
し
な
が
ら
、
詳
細
な
研
究
が
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
約
十
年
前
の
昭
和
五
〇
年
に
、
鎌
田
茂
雄

『
宗
密
教
学
の

思
想
史
的
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
、

こ
の
第
七
章
で

「宗
密
の
仏
教
儀
礼

-
『
円
覚
経
道
場
修
証
儀
』
に
つ
い
て
-
」

と
題
す
る
研
究
を
収
め
、

『
修
証
儀

』
の
全
体
に
わ
た
る
究
明
が
な
さ
れ
た
。

今
日
ま
で
に
こ
の
二
つ
の
研
究
を
超
え
る
よ
う
な
も

の
は
な
く
、

『
道
場
修
証
儀
』
に
関
し
て
は
究
明
し
尽
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
本
論

で
は
別
の
視
点
か
ら
二
、
三
試
論
を
呈
し
て
み
た
い
。

三

『
円
覚
経
道
場
修
証
儀
』
全
十
八
巻
の
構
成
内
容
は
、
道
場
法
事

・

礼
戯
法
門

・
坐
禅
法
の
三
本
の
柱
で
示
さ
れ

る
。
『
円
覚
経
』
の
修
行

方
法
と
し
て
み
る
時
、

こ
の
三
本
の
柱
は
、

一
貫
し
た
組
織
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
e
道
場
法
事
七
門
は
、
口
礼
戯
法
門
八
門
を
実
修
す
る
に
あ

た

っ
て
の
、
道
場
の
設
営
方
法
や
修
行
者
の
用
意
な
ど
を
規
定
し
て
お

り
、
そ
れ
を
(1)
勧
修
、
(2)
簡
器
、
(3)
可
欲
、
(4)
棄
蓋
、

(5)
具
縁
、
(
6
)
厳

処
、
(7)
立
志
の
七
門
と
し
て
示
し
て
い
る
。

次
の
口
礼
繊
法
門
八
門
は
、
前
述
の
準
備
に
基
づ
い
て
、
『
円
覚
経
』

独
自

の
礼
繊
法
を
実
修
す
る
わ
け
で
、
い
う
ま
で
も
な
く

『
修
証
儀
』

の
根

幹

を

な

す

も

の

で

あ

る
。

(1)
啓

請
、

(2)

供

養
、

(3)

讃

歎
、

凶

礼

敬
、

(5)

繊

悔
、

(6)

雑

法
事
、

(7)

旋

邊
、

(8)

正
思

の

八
門

で
あ

る
。

日
坐
禅
法
八
門
は
、
礼
臓
法
門
の
(8)
正
坐
思
惟

に
関
す
る
具
体
的
な

別
条
規
定
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
(1)
総
標
、

(2)
調
和
、
偶

近
方
便
、
(4
)弁
魔
、

(5)
治
病
、
(6)
正
修
、
(7)
善
発
、
(8)
証
相
の
八
門
に

規
定
し
て
い
る
。

三
門
の
全
十
八
巻
に
お
け
る
配
分
は
、
日
道
場
法
事
七
門
が
、
第

一

巻
目
、
口
礼
戯
法
門
八
門
が
、
第
二
巻
目
-
十

六
巻
目
に
わ
た
り
、
全

体
の
六
分

の
五
に
相
当
す
る
分
量
を

し
め
、
主
要
な
部
分

を
構
成
す

る
。
日
坐
禅
法
八
門
は
、
第
十
七

・
八
巻

の
二
巻

で
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
構
成
内
容
の
面
か
ら
み
て
も
、
論
述

の
分
量
か
ら
み

て
も
、
『
道
場
修
証
儀
』
の
中
心
課
題
は
礼
俄
法
門
八
門
の
中

に

こ
そ

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

顧
み
る
に
、
関
口
博
士
の
御
研
究
で
は
、
(二)
道
場
法
事
七
門
の
中
、

(3)
呵
欲
、
四
棄
蓋
、
(5)
具
縁
と
、
日
坐
禅
法
八
門

(1
-
8

)
の
記
述

の
全
体
が
、
『
天
台
小
止
観
』
の
全
内
容
、
す
な
わ
ち
(1)
具
縁
、
(2)
詞

欲
、
(3)
棄
蓋
、
(4)
調
和
、
(5)
方
便
、
(6)
正
修
、
(7)
善
発
、

(8)
覚
魔
、
(9)

治
病
、

(1
0
)
証
果
の
教
説
内
容
を
、

一
部
記
述
の
順

序

は
と
り
か
え

て

も
、

ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
依
用
し
て
い
る
こ
と

を
究
明

し
た

の
で
あ

り
、

こ
の
こ
と
は
対
照
表
に
よ
っ
て
も

一
目
瞭

然

で
あ
る
。
勿
論
、

『
天
台
小
止
観
』
の
宗
密
に
お
け
る
受
容
の
実
態

を
指
摘
す
る
課
題

の

限
り
で
は
こ
れ
で
充
分
で
あ
ろ
う
が
、
『道
場
修
証
儀
』
の
立
場

で
み

宗
密

『
円
覚

経
道
場
修
証
儀
』

の
礼
繊
法

(
覚

書
)

(
池

田
)
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宗
密

『
円
覚
経
道

場
修
証
儀
』

の
礼
戯
法

(
覚
書
)
(
池

田
)

る
と
、
問
題
に
さ
れ
た
ケ
所
は
、
『道
場
修
証
儀
』
の
中
心
を

は
ず
れ

た
、
前
、
後

の
部
分
で
あ
り
、
分
量
の
上
か
ら
い
っ
て
も
全
体
の
六
分

の

一
に
し
か
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

四

そ
れ
で
は

『
道
場
修
証
儀
』
の
礼
骸
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
(1)
啓
請
、

(2)
供
養
、
(3)
讃
嘆
、
(4)
礼
敬
、
(石)
繊
悔
、
(6)

雑
法

事
、
(7)
旋
邊
、
(8
)正
思
の
八
門
に

つ
い
て
み
よ
う
。

(1
)啓
請
は
、
『
円
覚
経
』
の
会
座
の
上
首
で
あ
る
文
殊

(
21
)
・
普
賢

(22
)
・
普
眼

(
23
)
・
金
剛
蔵

(
24
)
・
弥
勒

(
25
)
・
清
浄
慧

(
26
)
・

威
徳
自
在

(
27
)
・
弁
音

(
28
)
・
浄
諸
業
障

(
29
)
・
普
覚

(
30
)
・
円

覚

(
31
)
・
賢
善
首

(
32
)
の
十
二
菩
薩
を
中
に
、
括
孤
内

の
数
字

の

順
で
、
そ
の
前
に
は
諸
仏
、
諸
菩
薩
を
列
ね
、
そ
の
後
に
は
大
梵
天
、

帝
釈
、

四
天
王
、

土
地
霊
舐

・
圭
峰
山
神
王
な
ど
、

一
切
の
守
護

の
神

々
を
列
ね
、
総
じ
て
四
十
三
条
の
奉
請
文
を
記
す
。

こ
の
請
文
を
読
諦

し
て
道
場

に
召
請
す
る
わ
け
で
あ
る
。

(2)
供
養

は
、
啓
請
し
た
諸
仏
菩
薩
な
ど
に
向
か
っ
て
、
胡
跳
し
、
香

花
を
さ
さ
げ
如
法
に
供
養
す
る
。

(3)
讃
嘆

は
、

一
般
的
な
梵
讃
偶

(『勝
壼
経
』
所
出
)
を
唱
諦

し
、
三

宝
に
五
体
投
地
し
讃
嘆
す
る
。

(4
)礼
敬
は
、
礼
拝
の
対
象
と
な
る
仏
を
至
心
に
憶
念
す
る
こ
と
で
あ

る
。
勒
那
三
蔵

『
礼
仏
観
門
』
の
七
種
礼
説
を
掲
げ
、
礼
敬
の
優
劣
を

示
し
て
い
る
。

(5)
繊
悔
は
、
胡
跳
し
、
焼
香
、
散
華
し
て
、
普
賢
菩
薩
に
向
か
い
、

一
切
の
悪
業
を
繊
悔
す
る
。
『普
賢
観
経
』
に
基

づ
く
繊
悔
法
で
あ
る
。

(6)
雑
法
事
は
、
勧
請

・
随
喜

・
回
向

・
発
願

の
順
に
行
じ
、
発
願
の

後
に

「無
常
偶
」
を
読
諦
し
、
念
仏
を
行
な
う
。

(7)
旋
邊
は
、
道
場
を
右
邊
し
、
三
宝
を
念
じ
な
が
ら
徐
歩
し
、
次
に

諦
経
し
、
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
何
百
遍
と
唱

え
る
。

(6)
正
思
は
、
正
坐
思
惟

の
こ
と
で
、
前

の
七
門
が
事
行
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
理
行
で
あ
る
。
詳
細
は
坐
禅
法
八
門
に
ゆ
ず

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で

『
円
覚
経
大
疏
L
巻
下
之

三

(続
蔵
一
-
一
四

二
-
一
九

五
d
)
に
は
、
(
1
)
供
養
(
除
樫
貧
障
、
感
大
財
富
)
、
(
2
)
讃
仏
(
除
悪
口
障
、

得
無
擬
辮
)
、
(3)
礼
仏

(除
我
慢
障
、
得
尊
貴
身
)
、
(
4
)
臓
悔
(
除
三
四
障
、
依

正
具
足
)
、
(
5
)
勧
請
(
除
諺
法
障
、
多
聞
智
慧
)
、
(
6
)
随
喜
(
除
嫉
妬
障
、
得
大

春
属
)
、
(
7
)
廻
向
(
除
狭
劣
障
、
成
広
大
善
)
、
(
8
)
発
願
(
除
退
屈
障
、
総
持
諸

行
)
か
ら
成
る
八
種
の
礼
繊
法
を
記
す
。

こ
の
説

は

『
道
場
修
証
儀
』

の
八
門
と
対
照
し
て
み
る
と
、
(
2
)
供
養
-
(
6
)
雑
法
事
ま
で
の
内
容
と
一

致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
(2)
供
養
、
(3)
讃
歎
、
(4)
礼
敬
に
、
(5
)戯
悔
と
、

(6)
雑
法
事
の
申
で
記
さ
れ
る
、
勧
請

・
随
喜

・
回
向

・
発
願
を
別
立
て

に
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
繊
悔

・
勧
請

・
随
喜

・
回
向

・
発
願
か
ら
成

る
五
種
の
行
法
は
、
「
五
悔
」
と
呼
ば

れ
、
天

台
智
顕
の

『
法
華
三
昧

繊
儀
』
外
で
確
立
す
る
も
の
で
、
湛
然
は

『
摩
詞
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
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で
、
こ
の

「
五
悔
」
の
意
義
を
確
定
し
た
。

こ
の
点
で
、
宗
密
が
天
台
の
礼
戯
法
に
多
く
を
学
ん
だ
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
道
場
法
事
七
門
の
(7)
立
志

に
出

る
、
「事
中
修
」

「理
中
修
」
の
説
な
ど
も
、
『
法
華
三
昧
繊
儀
』
(大
正
蔵
四
六
巻
九
五
〇

頁
上
)
に
出
る
二
種

一
心
説
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
(5)
戯
悔
に
記

さ
れ
る
十
心
の
説
も
、
『摩
詞
止
観
』
持
戒
清
浄

(大
正
蔵
四
六
巻
三
九

頁
下
)
に
出
る
順
逆
二
十
心
の
説
に
よ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
、
宗

密
に
お
け
る
天
台
の
礼
繊
法
の
位
置
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

五

と
こ
ろ
で
、
天
台
の
五
悔

の
組
織
を
依
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
発
願

の
後
に
、
定
型
的
に

「無
常
偶
」
を
読
諦
す
る
点
は

『
道
場
修
証
儀
』

の
礼
繊
法
の
極
め
て
特
色

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

巻
二
で
は
、
発
願

が
已

っ
て
、
「
至
心
帰
命
礼
本
尊
砒
盧
遮
那
仏
」

と
唱
え
て
礼
仏
し
た
後
、
黄
昏

・
初
夜

・
中
夜

・
後
夜

・
農
朝

・
午
時

の
六
時
そ
れ
ぞ
れ
に
、
「無
常
偶
」
を
掲
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
巻
三
以
下
、
巻

一
六
に
い
た
る
礼
繊
法
の
各
巻
毎
に
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
諸
種
の

「無
常
偶
」
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
礼
戯
法
を
結

ん
で
い
る
。
出
典
を
明
記
し
て
い
る
も
の
だ
け
を
拾

い
上
げ

て
も
、

『
法
句
経
』
『浬
梨
経
』
『
阿
蘭
若
集
禅
経
』
『
智
度
論
』
『
阿
含
経
』
『
正

法
念
処
経
』
『無
常
経
』
な
ど
か
ら
引
用
さ
れ
た
偶
文
で
あ
る
。

な
か
で

『
無
常
経
』
の
引
用
は
諸
処
に
分
け
て
ほ
と
ん
ど
全
文
に
わ

た
り
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
無
常
経
』
は
、

義
浄

(六
三
五
-
七

二
二
)

が
七
〇

一
年

(大
足
元
)
に
洛
陽
で
翻
訳
し
た
経
典
で
あ
る
。
法
蔵

(六

四
二

七
二

一)
は
、
七
〇
三
年

(
長
安
三
)
、
義

浄

の
訳
場

に
列

乃
、

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
な
ど
の
翻
訳
に
参
画
し
、
現
存
し
な
い
が

『無

常
経
疏
』

一
巻
が
あ

っ
た
と
伝
え
る
。
華
厳
宗
と

『
無
常
経
』
の
関
連

が
注
意
さ
れ
る
。

岡
部
和
雄

「
無
常
経
と
臨
終
方
訣
」
(『
平
川
彰
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
昭

和
六
〇
年
・
春
秋
社
)
で

『
無
常
経
』
流
布

の
状

況
が
整
理
さ
れ
、
南
嶽

法
照

(
?
)
撰

『
浄
土
五
会
念
仏
諦
経
観
行
儀
』
(敦
煙
本
)
や
、

円
照

(七
一
九
-
八
○
○
)
が
著
わ
し
た

(不
空
)
「表
制
集
』
巻
二
に
、
引
用

と
記
事
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
関
連

し
て
、
『無
常
経
』
な
い
し

「
無
常
偶
」
の
読
諦
が
、

華
厳
宗
の
礼
繊
法
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
出
来
事

で
あ
る
。
『道
場
修
証
儀
』
だ
け
で
は
な
く
、

唐

一
行
慧
覚
録

『
華
厳

経
海
印
道
場
臓
儀
』
四
十
二
巻
の
中
で
も
、

ほ
ぼ
全
文
に
わ
た
る
引
用

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
、
宋
代
に
入

っ
て
晋
水
沙
門
浄
源

(
一
〇

二

一
-
一
〇
八
八
)
が
、
『円
覚
道
場
略
本
修
証
儀

』

一
巻
を
著
わ
し
、
(1)

総
叙
縁
起
、

(2)
厳
浄
道
場
、

(3)
啓
請
聖
賢
、
四
供
養
観
門
、
(5)
正
坐
思

惟
、
(6)
称
讃
如
来
、
(7)
礼
敬
三
宝
、
(6)
修
行
五
悔
、
(9)
旋
逡
念
諦
、
(10)

警
策
勧
修
か
ら
な
る
十
門
組
織
に
よ

っ
て
、
宗
密
の

『道
場
修
証
儀
』

十
八
巻
の
行
法
を
再
編
し
た
時
に
は
、
「
五
悔
」

の
後

に
続
く

「無
常

偶
」
は
完
全
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
。

(駒
沢
大
学
教
授
)

宗
密

『
円
覚

経
道
場
修
証
儀
』

の
礼
繊
法

(
覚
書
)

(
池

田
)
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